
Why ユニアデックス？

ユニアデックスはベンダーニュートラルな立場で提供するマルチベンダーサービスという強みと、お客さまのオンプレミス環境の
構築，運用，保守に長年携わってきた経験を生かし、お客さまのクラウド活用やクラウド運用の最適化の実現をご提案します。
また、ICTインフラトータルサービス企業として、クラウド環境への移行から運用、保守までワンストップ対応が可能であり、自社での
クラウドサービス運用の経験から、お客さまの良き相談相手として、クラウド運用に関する課題解決のお手伝いをします。

MMCSは、お客さまのハイブリッド／マルチクラウド環境の運用を支援するさまざまなサービスの総称です。必要
に応じて各種サービスをご契約のうえ、利用できるサービス形態です。
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従来とこれからのITには相反する考え方が求め

られます。業務の効率化や生産性向上を目的し

てきた従来のITと加速化するデジタル変革への

スピーディーな対応を目的とするこれからのIT。

企業は限られたリソースで、こうしたビジネス

環境の変化に対応するためにクラウドの活用が

かかせません。

ユニアデックスのMMCSは、プライベートクラ

ウド、パブリッククラウド、さらにこれらを組み

合わせたハイブリッドクラウドやマルチクラウド

の環境まで、お客さまのクラウド活用に合わせた

さまざまなサービスを提供することでITインフラ

最適化の実現をご支援します。

クラウド運用の最適化を実現

プライベートクラウド  運用支援サービス

アンチウイルス運用支援 for IDCFプラクラ

バックアップサービス for IDCFプラクラ

リモート監視サービス ゴールド for IDCFプラクラ

リモート監視サービス シルバー for IDCFプラクラ

メガクラウド  運用支援サービス

アンチウイルス運用支援 for AWS/Azure/GCP

バックアップサービス for AWS/Azure/GCP

リモート監視サービス ゴールド for AWS/Azure/GCP

リモート監視サービス シルバー for AWS/Azure/GCP

カスタマーサポートサービス

MMCSサービスデスク

ホステッドプライベートクラウドサービス

IDCFプライベートクラウド
TypeV 2020

IDCFプライベートクラウド
TypeV 2020 Mini

計画中

マルチクラウド関連サービス

コンテナマネジメントサービス 分析レポーティングサービスマルチクラウド統合管理ツール

MMCS®提供中

ユニアデックス
MMCS®
マネージド マルチクラウドサービス
マルチクラウド 運用支援



これからのビジネスに求められる「変化への対応」、「俊敏性」を実現するにはクラウドの活用がかかせません。クラウド
には多くのメリットがある反面、活用を拡大・加速させていくには、移行と運用の課題について検討が必要です。

クラウド活用の拡大における課題の変化

従来のオンプレミス中心のシステム利用からクラウドへの一部移行、ハイブリッドクラウド、そしてその先には必然的
なマルチクラウドへとクラウド活用が拡大するにつれ、複雑化、セキュリティー対策、コスト管理、ガバナンスといった
新たな課題も顕在化していきます。

クラウド活用のメリット クラウド移行の課題と移行後の運用課題

経済面
▶ 資産から経費への移行
▶ 利用に応じた支払い

移行の課題
✓

✓

一足飛びにすべてのシステムをパブリッククラウドへ
移行するのは困難
クラウド移行できないシステムが存在

移行後の運用課題
✓
✓
✓
✓

従量課金型クラウドへの単純なリフトは逆にコスト増
各基盤のサイロ化による運用管理・保守の煩雑化
セキュリティー対策やコスト管理と統制が困難
技術進化、バージョンアップへの追随や専門的な人材の確保や育成

管理面
▶ インフラ管理からの解放
▶ 安定運用、可用性、セキュリティーの向上

生産性
▶ システム構築までの時間短縮
▶ 新技術の早期活用

クラウド活用のメリットと課題

MMCSの特徴

MMCS ® （マネージド マルチクラウドサービス）は、
お客さまのマルチクラウド／ハイブリッドクラウド環境における、
さまざまな運用課題を解決

クラウドの単体利用からハイブリッドクラウド／マルチクラウド環境までカバーする、

さまざまな運用支援サービスをご用意

マルチクラウド環境の運用一元化
複数のクラウド基盤の運用をまとめてアウトソースできます。システム毎にサイロ化しがちなマルチ
クラウド環境の運用を一元化することでお客さまの運用負荷を軽減します。

1

ハイブリッドクラウド環境も容易
お客さま専有型のプライベートクラウドサービス （ホステッドプライベートクラウド）やハウジングサービス※

もご用意しています。
※ ホステッドプライベートクラウドとハウジングで現行のシステムアーキテ クチャーを大きく変えずにクラウド移行を実現することが可能。

これにより、パブリッククラウドとプライベートクラウドを組み合わせ適材適所にシステムを配置する
ハイブリッドクラウド構成や運用負荷を軽減しながら段階的にクラウド移行を進めることも可能です。

2

マルチクラウド環境の各種統合管理ツールと運用支援サービスを提供
█  ハイブリッドクラウド/マルチクラウド環境における一元的なオブザーバビリティー※を実現するツール  
　※ いつ、何が、どこで起こっているのかを観測可能に保つ考え方

█  コスト管理、セキュリティー管理 ツール
█   バックアップ、データ保護 ツール

3

クラウド

クラウド

Phase 1
オンプレミス中心からクラウドへ

Phase 2
クラウド移行期から本格活用へ

Phase 3
マルチクラウド

クラウドを一部活用、もしくは
クラウドへ移行を検討中

▪オンプレミスとクラウドの並行運用
▪ハイブリッドクラウド

必然的な
マルチクラウド化

オンプレミス
オンプレミス

オンプレミスクラウド
クラウド クラウド

課
　
題

▪適切なクラウド選定と移行方法
▪運用方法の変化
▪クラウド技術の習得
▪ネットワーク設計の考慮

▪サービスごとに異なる仕様、SLA、運用ツール、
　保守窓口
▪契約管理や支払い処理
▪ID、権限管理の複雑化
▪運用管理要員の不足
▪ネットワーク構成の複雑化

▪オンプレミスとクラウド双方の運用管理
　（監視、システム運用）
▪仕様変更、価格変更、サービス停止、新たな技術への対応
▪システムの重要性に合わせた運用
▪課金管理、セキュリティーガバナンス
▪ネットワーク遅延、障害対応

複雑化、  セキュリティー対策、  コスト管理、  ガバナンス

▶ お客さま専用のWebポータル（問い合わせ/FAQ/インシデント管理）を提供
▶ 各種運用管理（リモート監視、システム運用代行、障害一次対応、エスカレーション）を代行
▶ お客さま専有型のプライベートクラウド（ホステッドプライベートクラウド）
▶ ハイブリッドクラウド/マルチクラウド環境の統合運用管理ツール（統合管理、可視化、自動化）提供 ※予定

お客さまお客さま

各種運用支援サービス ・ ツール

オンプレミス ホステッドプライベートクラウド メガクラウド その他クラウドサービス

IDCFプライベートクラウド
TypeV 2020

Amazon Web Services™
MicrosoftⓇ Azure™
Google Cloud

MMCSサービス概要


